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GEONETにおけるマルチパス及びレイドームの影響（その２）

The Effect of Multipath and Radome on GEONET (Part 2)
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国土地理院のG P S観測網（G E O N E T）のマルチパスやレイドームによる位相遅延は、基線ベクトル解に大きな
影響を与えている。この調査を目的として行われた試験観測データを解析し、これらの誤差要因がアンテナ位相
特性や基線解に与える影響を見積もり、その結果を用いてキャリブレーションを試みた。

国土地理院のG P S観測網（G E O N E T）では、観測点の組み合わせによっては基線ベクトル解が衛星仰角や解
析戦略に大きく依存することが、これまでの調査で判明している。その大きさは数 c mから場合によっては2 0 c m近
くにまで及んでいる。昨年秋の測地学会では、G E O N E T観測点と同じ構造の架台を用いた試験観測により、レイ
ドームによる位相変化やピラー上面からのマルチパスが位相観測値に影響を与え、実際に解に大きく影響を与え
ていることが突き止められた。

今回は、試験観測のデータを解析し、（一部の例外を除いた）G E O N E Tの観測点に対応するマルチパス等も含
んだアンテナ位相特性を求めた。解析結果からアンテナ位相特性がマルチパスやレイドームによって変化してい
ることが読みとれる。ここで求められた位相特性をG E O N E T観測点に適用すれば、マルチパスやレイドームの効
果も含めたキャリブレーションが可能である。講演ではその効果についても考察する。


